
１．当四半期決算の経営成績に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期累計期間においては、石炭市況の上昇やＩＰＰ発電所の定期修理等の影響がありま

したが、合成ゴム、カプロラクタム、ナイロン等化学品の市況が是正されたこと、工業薬品の隔年

実施の定期修理がなく生産・出荷が増加したこと、堅調な国内需要を背景にセメント・生コン等の

販売数量が増加したことなどにより、販売は堅調に推移しました。 

この結果、当社グループの連結業績は、次のとおりとなりました。 

 

        単位：億円 

項   目 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

当第３四半期① ５，０７０ ３７６ ３９０ ２６６ 

前 年 同 期② ４，３９９ ２２６ ２２６ １５０ 

差異①－② ６７１ １４９ １６４ １１５ 

増  減  率 １５．３％ ６５．７％ ７２．８％ ７７．０％ 

 

 

（２）セグメント別の説明 

 

（売上高）       単位：億円 

セグメント 当第３四半期① 前年同期② 差異①－② 増減率 

化学 ２，２５３ １，８３５ ４１８ ２２．８％ 

医薬 ６８ ７１ △２ △３．７％ 

建設資材 １，７８８ １，６９３ ９５ ５．６％ 

機械 ５８７ ４３２ １５５ ３５．９％ 

エネルギー・環境 ５１０ ４２７ ８２ １９．４％ 

その他 ３６ １０５ △６８ △６５．０％ 

調整額 △１７４ △１６６ △８ － 

合計 ５，０７０ ４，３９９ ６７１ １５．３％ 

 

（営業利益）       単位：億円 

セグメント 当第３四半期① 前年同期② 差異①－② 増減率 

化学 ２２１ ４４ １７７ ３９８．１％ 

医薬 １４ １６ △１ △９．２％ 

建設資材 ９８ １２４ △２６ △２１．２％ 

機械 ２６ １５ １１ ７７．３％ 

エネルギー・環境 １５ ２２ △７ △３２．６％ 

その他 ７ ６ ０ １０．６％ 

調整額 △８ △２ △５ － 

合計 ３７６ ２２６ １４９ ６５．７％ 
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化学 … 増収増益 

■ナイロン・ラクタム・工業薬品事業 

ラクタム事業は、中国市場が供給能力過剰ながらも引き続き価格が是正されたことから、増収とな

りました。 

ナイロン事業は、原料ラクタム価格の上昇に伴い販売価格が上昇したことから、増収となりまし

た。 

工業薬品事業は、隔年実施の定期修理がなく、需要が堅調なため生産・出荷が増加したことから、

増収となりました。 

■合成ゴム事業は、原料ブタジエン価格の上昇に伴い販売価格が上昇し、また国内のタイヤ用途を中

心に出荷は概ね堅調であったことから、増収となりました。 

■電池材料・ファイン事業 

電池材料事業は、市場拡大にともない競争が激化する中で、車載向けを中心とした堅調な需要を背

景に販売数量が増加したことから、増収となりました。 

ファイン事業は、総じて販売数量が増加したことから、増収となりました。 

■ポリイミド・機能品事業 

ポリイミド事業は、回路基板向けを中心にフィルムの販売数量が増加したことから、増収となりま

した。 

 

医薬 … 減収減益 

■医薬事業は、自社医薬品・受託医薬品ともに前年同期並みの販売数量でしたが、ロイヤリティ収入

が減少したことから、減収となりました。 

 

建設資材 … 増収減益 

■セメント・生コン事業は、国内需要の増加により販売数量が増加したことから増収となりました

が、石炭価格上昇の影響を受けました。 

■カルシア・マグネシア・建材事業は、総じて販売数量が増加したことから、増収となりました。 

 

機械 … 増収増益 

■成形機・産機事業は、製品の販売が堅調であり、また新規連結子会社が加わったことから、増収と

なりました。 

■製鋼事業は、堅調な国内需要を背景にビレットの販売数量が増加したことから、増収となりまし

た。 

 

エネルギー・環境 … 増収減益 

■石炭事業は、販売数量及びコールセンター（石炭中継基地）での取扱数量は増加し、また石炭市況

の影響により販売価格が上昇したことから、増収となりました。 

■電力事業は、発電量は前年同期並みでしたが、石炭市況の影響により販売価格が上昇したことか

ら、増収となりました。なお、ＩＰＰ発電所は定期修理を実施しました。 

 

その他 … 減収増益 
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